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技術セッション2

EMC環境フォーラム 
■開催日時／2019年11月8日㈮　9:30～16:00

□ 講 演 概 要 □

開催地予定／サンシャインシティ文化会館 7階

第１講演　アンテナ技術に学ぶEMC設計・対策
－電子機器・システム内の非意図的アンテナの振る舞いと無効化－

概要：電磁波放射による干渉は、電子機器あるいはシステム中に非意図的なアンテナ要素が存在することにより引き
起こされます。ここでは、代表的アンテナの振る舞いや性質を学び、電子機器あるいはシステム中に存在する非意図
的なアンテナ要素をいかにして無効化し、干渉を抑制するか、設計・対策例を交えて分かりやすく解説・紹介します。
キーワード：近傍界・遠方界、ポインティングエネルギー、アンテナ利得、平衡・不平衡、マイクロストリップアンテナ、
スロットアンテナ、コモンモード・ディファレンシャルモード、PCB層間共振、開口部付き筐体

東京理科大学　越地 耕二 名誉教授
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EMC 設計対策に必ず役に立つ厳選した基本技術を分かりやすく解説します。これにより様々な対象機器の
EMC設計・対策の技術考察ができるようになります。

【講演目次】
（1） 電磁波放射の基礎
（2） 波源近傍・遠方における電磁波の振る舞い
（3） 代表的アンテナの動作原理と特性

（4） 電子回路基板における非意図的アンテナからの放射
（5） 電子機器筐体における非意図的アンテナからの放射
（6） 非意図的アンテナの無効化

I．コモンモード電流を考えるために
（1）コモンモード電流とコモンモード放射
（2）近傍磁界からコモンモード電流を計算する方法
（3）シングルエンド配線や差動配線に発生するコモンモード電流

II．基板に発生するいろいろなコモンモード電流
（1） グランドの開口
（2） 途中で細くなるグランド面
（3） ガード・トレースの効果
（4） ミアンダ配線で発生するコモンモード電流
（5） フレーム・グランドのコモンモード電流への影響

エンジニアの「設計力アップ」を実現するフォーラム
Solution Forum 2019Solution Forum 2019

※技術講習会のお知らせ／関連部署等へご回覧をお願いします。

受講者の方へ 電気電子工学の基礎知識があり、電磁波やEMCに関心のある方向けです。

第２講演　プリント基板におけるコモンモード電流を発生させる様々な構造と解析

概要：電磁界シミュレーターを使い基板にどのような高周波電流が流れているのかを示し、電磁放射に直接対応す
るコモンモード電流に焦点をあて、基板からの電磁放射を分かりやすく解説します。更に、プリント基板に見られ
る代表的なグランドの構造や配線事例において、コモンモード電流がどのように流れているのかを観察しその発生
要因や抑制方法を解説します。
キーワード：コモンモード、マイクロストリップライン、スリットまたぎ、差動配線、ガードトレース、ミアンダ配線、
フレームグランド

emデータ・サービス　伊神 眞一 氏

【講演目次】

受講者の方へ 電磁界解析ツールで放射問題を分析したい方や EMI 設計ルールを開発したい方に向けて図とアニメーションを
使いながら解説します。

［チェアパーソン］日本アイ・ビー・エム㈱　櫻井 秋久 氏・東京理科大学　越地 耕二 名誉教授



受講料 　 　 円

合計　 　 円

技術交流会 円＊優待受講料の方は必ずご記入下さい 

ご住所

お申込みセッション

お申込者（フリガナ） 勤務先 ご所属

◉総合セッションを

様

お申込日：2019年　　　　月　　　　日

TEL（　　　　　）ー（　　　　　）ー（　　　　　）　E-mail

□月刊EMC読者No（　　　　　　　　　　）　□講演者紹介（ご講演者氏名　　　　　　　　　様）

ー

FAX申込書

※注意 技術セッションはサンシャイン文化会館7F、総合セッションと技術交流会は5Fにて開催予定となります。
お申込み要領

テキスト販売／各セッション10,000円（税込）

FAX申込書送付先  029-877-1030　または http//www.it-book.co.jp/EMC/forum/index.html

［029-877-1030］

※本フォーラムにて使用されましたテキストを技術セッションごとに1冊単位で販売いたします。10,000円（税別）／冊（送料を含む）

きりとり線 

※新しい人脈を築く『技術交流会』は定員100名様となりますので、申込順とさせていただきます。

■お問い合わせ
〒300-2622　茨城県つくば市要443-14　ソリューションフォーラム事務局  TEL.029-877-0022　E-mail：kagaku-gijyutsu@it-book.co.jp

□早期申込み　□前回受講者　

□受講する□受講しない2応用力を高めるEMC設計・対策技術の基本を学ぶ

技術セッション／受講料（テキスト代、昼食代を含みます） ■各技術セッション定員50名（総合セッションへ無料で参加）

技術セッション受講者は無料にて総合セッションを受講できますので申込書の□に¸をご記入下さい。
■優待受講料　38,000円／名　　　■総合セッション／3,000円／名（技術セッションの受講者は無料です）
■一般受講料　54,000円／名　　　■技術交流会／5,000円／名（定員100名様）

特 典
＊優待受講料の方は、①月刊EMCの読者、②早期申込みの方（2019年9月末まで）、③講師からのご紹介者、④前回フォーラムを受講された方となります。

□ 講 演 概 要 □

第４講演　「Mixed Mode S-Matrix」を用いた差動伝送路の評価方法

概要：差動信号伝送は、高速性、ノイズに強い、消費電力が低い、不要電磁放射ノイズが小さいなどの特長を持ちます。
ここでは、ベクトル・ネットワークアナライザの「Mixed Mode S-Matrix」 機能を用いた差動信号伝送の「ノイズに
強い」、「不要電磁放射が小さい」という特性評価について分かりやく解説します。更に、「Mixed Mode S-Matrix」 
機能の測定原理について解説し動画による計測方法を紹介します。
キーワード：ベクトルネットワークアナライザ、ミックスモードSパラメータ、モード変換、差動伝送

東日本電子計測㈱　田中 準一 氏

【講演目次】
1. 差動伝送線路におけるコモン・モードとディファレンシャル・モードとモード変換
2. ネットワークアナライザの動作原理
3. Mixed Mode S-Matrixの測定動作原理
4. Mixed Mode S-Matrixの測定　VideoDEMO

受講者の方へ 初心者からノイズ計測を始めようとしている方を対象に講演します。

第５講演　パネルディスカッション/Q&A

（1） 各種電磁界（FDTD, Mom, FEM）の特徴
（2） 電磁界シミュレータを使った基本モデル（MSL、平行平板）

の計算例
（3） 最新コネクタ（USB3.2等）に使われる伝送技術

（4） プリント配線板、コネクタ、フィルタ等の受動素子のモデリング
（5） 差動伝送のドライバ、レシーバのモデリング
（6） Sパラメータの見方、波形シミュレーションへの応用

第３講演　使えるEMCシミュレーション技術とその応用

概要：電磁界シミュレータや回路シミュレータの普及により、手軽にシミュレーションする環境が整っています。
しかし、シミュレーションはある条件に対する結果を出力するだけで、発生する問題解決に必要な対策を示すもの
ではありません。ここでは、シミュレーション結果の見方や対策方法について、分かりやすく説明します。更に、
ケーブルやコネクタのSパラメータの見方、使い方をデジタルエンジニアでも分かるように、実例を示し解説します。
キーワード：電磁界シミュレーション、回路シミュレーション、TDR、Sパラメータ、挿入損失、アイダイアグラム、
特性インピーダンス、コネクタ、ケーブル、EMC対策

日本航空電子工業㈱　池田 浩昭 氏

【講演目次】

受講者の方へ
電磁界シミュレータや回路シミュレータを初めて使う方から、日ごろシミュレータを使っているが、イマイチ使いこなせていない、シミュレーショ
ン結果の見方が分からない方を対象に、分かりやすく解説します。
また、コネクタやケーブル等の実例を使って、電磁界や回路シミュレータの基礎、応用についても説明します。
日ごろ、疑問に思っている事や使いこなしについて、講演中でも遠慮なく質問して頂けます。


